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【あいちの教育ビジョン２０２０について】 

    「愛知が求める教師像」を「めざす『あいちの人間像』」を育むためのものであると考え、上部

に「人間像」を示し、「教師像」が「人間像」を支える形をイメージして表した。６つの教師像に

加えて「あいちの人間像」も文章で５項目掲載すると、指標のポイントが不明確になるため、あ

いちの人間像の基本理念の部分で示されているキーワードを使用した。 
 

 
【キャリアステージについて】 

    明確な数字を記載すると、年次で区切る印象が強くなる。キャリアステージは年次ではなく、

教員それぞれの適性や置かれた状況等により異なるため、斜線で示して弾力的なイメージを表し

た。 
    第１ステージは、教員としての基礎・基本を確実に身に付ける時期として位置付けた。第２ス

テージは、教育活動を展開するとともに、学校の中核となって、第１ステージの教員に対するリ

ーダーシップを発揮する時期であることを示した。第３ステージは、これまでの経験を基に、さ

まざまな分野で学校全体を牽引・サポートするとともに、後進を育成するために力を発揮する時

期として位置付けた。 
   

【教諭版の教員育成指標の汎用性について】 

    教員の育成指標なので、校種により指標が変わることはなく、教諭版においては汎用性が広い

方がよいと考えた。異校種の人事交流が盛んに行われていることは、愛知県の特徴のひとつでも

あるため、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校ともに教諭版は共通のものとした。 
 
 
  【養護教諭版と栄養教諭版の教員育成指標について】 

    養護教諭と栄養教諭は「職種の特性」を出すために「専門性」として項目を示し、現場の養護

教諭、栄養教諭が指標を手にしたときに自分のあるべき姿をイメージしやすく、活用しやすいも

のにした。 
 
 
  【校長版の教員育成指標について】 

    「教諭」の第３ステージまでの資質・能力を身に付けた教員が、トップリーダーたる校長とし

ての職務を遂行する上で必要となる資質・能力を別表（校長版）として示した。 
     
 
  【文部科学省の説明会を受けて】 

    文部科学省の説明会では教員育成指標策定のポイントで以下の２点が示された。 
①現場の教員のためにつくるものであり、「現場のことば」でつくること 
②評価指標とは異なるものであり、明確に区別すること 

 
 
 

教員育成指標（事務局案）を策定するにあたって 
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